
平成 31 年度 目的別部会に組織改編（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、課題への取組みの評価を協議会にて実施。評価により新たに抽出された課題検討は、目的

別部会に下していく方法を提案。 

 

8つの事業項目 事業内容 検討の場 

ア 地域の医療・介護の資源の

把握 

○地域の医療機関・介護事業所等の情報収

集・整理（リストやマップ作成） 

○協議会 

イ 在宅医療・介護連携の課題

の抽出と対応策の検討 

○協議会、各部会 

ウ 切れ目のない在宅医療と

在宅介護の提供体制の構

築推進 

○後方支援ベッド、地域包括ケア病棟整備 

○主治医・副主治医制度の構築 

○在宅医療部会（医師会） 

○病院部会（医師会） 

エ 医療・介護関係者の情報共

有の支援 

○MCSの運営・管理・指導 

○情報共有ツールの導入支援 

○協議会 

オ 在宅医療・介護連携に関す

る相談支援 

○サポートセンターの設置・運営、相談対

応、包括との連携 

○協議会 

○サポートセンター運営委

員会（医師会） 

カ 医療・介護関係者の研修 ○研修の実施 ○研修部会（新） 

キ 地域住民への普及啓発 ○講演会 

○パンフレットの作成 

○広報・啓発部会（新） 

ク 在宅医療・介護連携に関す

る関係市区町村の連携 

○広域的な連携 ○草加保健所管内連絡会 

○6市 1町担当者会議 

 

南北の「地域特性に基づく連携上の課題」の検討には至らず。 

「地域の課題」と「連携上の課題」について、同時に検討することは困難。 

⇒「市全体が係わる連携上の課題」として協議会に提案してきた。 

協議会の役割（H27~） 

○（ア）～（ク）の課題の解決 

○検討部会から提案された課題の検討 

○検討部会への課題提供 

○参考人招致への協力 

○情報収集・分析 

検討部会の役割（H28~） 

○事例検討を通じた多職種連携上の課題抽出 

○課題解決の手法の検討 

○検討結果を協議会へ報告 

○検討部会で決定できない課題や市全体が関

わる課題の協議会への提案 

○情報収集・分析 
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